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愛知大学情報メディアセンター紀要〈COM〉　執筆要項

1．執筆言語
　和文もしくは英文とする。

2．原稿
（1）論�文……和文の場合は 30,000 文字程度，英文の場合は 15,000 words 程度を上

限とする。ただし，図版等の数量に応じて調節すること。
（2）研�究ノート……和文の場合は 20,000 文字程度，英文の場合は 10,000 words 程

度を上限とする。　ただし，図版等の数量に応じて調節すること。
（3）情�報教育実践報告……和文の場合は 20,000 文字程度， 英文の場合は 10,000 

words　程度を上限とする。ただし，図版等の数量に応じて調節すること。
（4）書�評（新刊・古典・ソフトウェア）・・・和文の場合は 5,000 文字程度，英文

の場合は 3,000 words 程度を上限とする。書評（新刊・古典）には図版等を
挿入することはできないが，ソフトウェアレビューについては若干の図版
を添えることが出来る。

（5）学会動向……COM のフォーマットに従う。
長文の場合は分裁や再提出等の措置を求めることがある。

3．著者と所属
　著者名と所属を記載し，著者名のあとにカッコ（　）に入れて所属を記載する。

4．セクションタイトルとセクション記号
　本文中の章，節，項，目などの立て方は，原則として以下のとおりとする。

（例）
1．章タイトル
1.1　節タイトル
1.1.1　項タイトル

（1）　目タイトル

5．図・表・写真
　図・表・写真は，本文中の適当な箇所に挿入すること。または，挿入箇所を明
確にすること。
　ただし，COM 編集委員会にて挿入位置，サイズを変更する場合があるが，変更
不可の場合は明記のこと。

（1）表について
　　表の上部に「表○　表名」（○は表の一連番号）を記載すること。
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（2）図・写真について
　図・写真の下部に「図○　図名」（○は図の一連番号）または「写真○　写真
名」（○は写真の一連番号）を記載すること。

6．要旨とキーワード
　論文と研究ノートには要旨とキーワードをつける。要旨は 400 字以内（200words
以内）で執筆し，本文と同じ言語でもよいし，異なった言語でもよい。キーワー
ドは国立情報学研究所の CiNii 等への正確な登録のために，5 ～ 7 語程度のキーワー
ドをつける。

7．謝辞
　謝辞を記載する場合は，本文の最後に謝辞と小見出しを使い記載する。

8．注
　注を記載する場合は，以下のいずれかの方法による。

（1） 該当ページの下部または見開きの前後 2 ページ分の後のページの本文の下部
に脚注として記載する。

（2） 本文の末尾に後注として一括して記載する。本文の後に 1 行空けてから「注」
という見出しを立て，その次の行から，注を一括して記載する。

　上記のいずれの場合も本文中の該当箇所には，番号と右丸括弧を使い注 1）の
ように上付きで記すこと。

9．参考文献
　参考文献の記載は，本文の後（注がある場合は注の後）に 1 行空けてから「参
考文献」という見出しを立て，その次の行から，参考文献を一括して記載すること。
本文中の該当箇所には，番号と右丸括弧を使い 1）のように上付きで記すこと。
　参考文献は原則として，雑誌の場合には，著者，標題，雑誌名，巻，号，ページ，
発行年を，単行本の場合には，著者，書名，ページ数，発行所，発行年を，この
順に記す。引用番号の記し方は本文上に出現した順番とし，次の例を参照にされ
たい。

（例）
1）山田太郎：偏微分方程式の数値解法，情報処理，Vol.1, No.1, pp.6-10（1960）.
2）Feldman, J.and Gries, D.: Translater Writing System, Comm. ACM, Vol.11, No.2, 

pp.77―113（1968）.
3）大山一夫：電子計算機，p.300，情報出版，東京（1991）.
4） Wilkes, M. V: Time Sharing Computer Systems, p.200, McDonald, New York（1990）.

以上


